
�５８�

１．目　　標

　アドバンスト・サイエンス・プロジェクト（Advanced 

Science Project）の目的は、名古屋大学との協同により、

高等教育の先端的、専門的内容の学習を通して、地球市

民としての高度なサイエンス・リテラシーを養い、将来

の自覚的なキャリア意識を育むことにある。

　生徒に身につけさせたい具体的な学びの力は　１．科

学への興味・関心、２．科学的探求力（データの解釈・分

析・推論・批評）、３．人間・自然・社会に関する深い科

学的理解力、４．論理的・多元的・批判的思考力と表現力、

５．科学的方法を用いた課題設定・課題解決力である。ま

た、キャリア意識の形成という観点からは、１．学問領域

の明確化、２．自分の適性を知る、３．自分の興味・関心

を深く探る、４．進路意識の明確化・構造化を目標として

設定した。

２．学習方法

　より発展的、先端的な内容を扱うために、専門研究を

担う名古屋大学の各研究科、教育研究を担う教育発達科

学研究科、中等教育を担う附属学校が協同で教育実践・

研究を行った。アドバンスト・サイエンス・プロジェク

ト（ＡＳＰ）では、高１から高３までの希望者が参加す

ることとした。形態としては、名古屋大学博物館での実

習および講義や附属学校での講義があり、土曜日と夏休

み中に開催された。また、１０回シリーズで規定の基準を

満たせば、附属学校の単位として認定した。

３．１～４年度の変遷

�講座の変遷

２００６年…「数学探究講座」「生命科学探究講座」「理学

探究講座」「法学探究講座」「地球市民学探究

講座」各１０回

２００７年…「生命科学探究講座」「地球市民探究講座」

「理学探究講座」「法学探究講座」各１０回

２００８年…「生命科学探究講座」「地球市民探究講座」各

１０回

２００９年…「生命科学探究講座」「地球市民探究講座」各

１０回　 

�大学主催の講座（参加者数）

２００６年…「人間発達科学」他

２００７年…「人間発達科学探究講座」�サマースクール

３日間　

　　　　「数学探究講座」�夏期集中コース３日間・秋

の継続コース３日間

２００８年…「文学探究講座」�「人間発達科学探究講座」

�「視覚文化探究講座」�

　　　　「電子工学探究講座」�「コンピュータ活用探

究講座」�）　 
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第１章

�受講者数の変遷

数学法学理学地球市民生命科学

２年１年２年１年２年１年２年１年２年１年

１７２８４１９１２５０３２１９１４１３２００６年

４５２３６３（※１）５１２７　　計

１０２１４２９１３２５７３０２００７

３５（◇４）３４（◇１）３８３７　　計

１４３６１４２５２００８
※３年１人を含む　◇内他校生の数
注）２００６～２００７年は、複数受講しているものもいる。

５２（◇２）４０（◇１）　　計

４２６７２７２００９

３０３４　　計
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４．平成２１年度の報告

�成果と課題

　１．ＡＳＰの成果

　今年度は、昨年に引き続き�生命科学探究講座�地

球市民学探求講座の２講座を開講した。

　受講動機について、本年度の事前アンケートの結果

から、講座内容への関心が一番多ことは同じであった

が、先年度に比べて、大学の先生の話が聞きたいと答

えた生徒が１８．４％増加しており、また将来役立つか

ら答えた生徒も１７．９％と大きく増加している。（表

１）逆に、単位が認められるからと答えた生徒の割合

は減少している。これは、生徒の意識の高まりも大き

く関係しているとは思われるが、それ以外に、参加生

徒の学年比が影響している可能性がある。　 

　本年度は、高校・大学連携の新しい試みとして、高

校２、３年生が名古屋大学の基礎セミナーに参加して

おり、さらに進んだ大学の学習内容に興味のある生徒

が多数参加した。例年、学びの杜の受講に関しては、

高３は受験勉強の関係で参加する生徒はほとんどおら

ず、実質的に高２が最後の機会となる。このため、希

望者が定員を超過した場合は、高２を優先しており、

高１は抽選で選んでいる。ところが、基礎セミナーと

日程が重なったため、高２の希望者が減少した。この

ため、高１の希望者が全員受講することができた。高

２になると、ＳＬＰ�で大学の学問領域に触れる機会

もあるが、高１は初めての経験で、進路希望について

も模索している生徒も多いため、新鮮な気持ちで受講

したためだと思われる。

　

　このような動機付けをもった生徒が１０回受講後に示

した満足度は、事後アンケートの結果を見ると、昨年、

今年とも「満足・期待通り」と「ほぼ満足・ほぼ期待

通り」をあわせると９０％以上となり、かなり高いこと

がわかる。（表２）中でも非常に満足・期待通りと答え

た生徒が３０％近く増加しており、満足度がかなり高

かったことが伺える。　 

　主な感想をあげてみると、「実際に解剖をしたり、本

物の骨をあつかったりと、五感をよく使う内容だった

ところがとても満足できました。また、大学の教授さ

んの話もスライドなどの図や写真でわかりやすく解説

してもらい、とてもわかりやすいところも満足できま

した。（生命科学）」「学校の授業では学べないことばか

りで、映像やデータを見て時間をかけて考えるきっか

けを作ることができた。（地球市民）」「私の中で地球市

民学というのは、講座を受けるまで、紛争などのイ

メージしかなかったのですが、そればかりではなく、

物の考え方のようなものもあり、驚きました。また、

授業の中にはグループでの課題もあり、楽しかったで

す。（地球市民）」等、満足度の高さが伺える。

　次に、各講座の事前・事後のアンケート調査で特に

特徴的な内容を報告する。

　第一に、２講座に共通して言えることは、高等教育

で学ぶ学問領域が明確になったことである。

事前アンケートによると、それぞれの学問領域につい

ての知識に関しては、「あまり知らない」と「まったく

知らない」をあわせると２講座の平均値は、去年と同

様９０％以上であるのに対し（表３）、事後ではあわせる

と８０％近くの生徒が「非常に明確になった」または

名古屋大学教育学部附属中・高等学校紀要　第５５集（２０１０）

〈Ｈ２１〉〈Ｈ２０〉表１　事前

変動平 均地 球生 命平 均地 球生 命受講の動機（複数可）

２．１％７４．５％７６．０％７３．０％７２．４％６８．４％７５．５％興味・関心があるから

▼４．１％５３．４％５６．７％５０．０％５７．５％５５．１％６０．５％単位が認められるから

１８．４％６０．９％６０．０％６１．７％４２．５％３８．８％４７．３％大学の先生の話が聞きたい

１７．９％５０．６％６３．０％３８．２％３２．７％２８．６％３６．８％将来役立つ

（上位４項目　複数回答）

〈Ｈ２１〉〈Ｈ２０〉表２　事後

変動平 均地 球生 命平 均地 球生 命満足度

２９．４％５６．８％６８．８％６８．８％２７．４％２０．４％３８．８％非常に満足・期待通り

▼２５．５％３８．２％２８．１％２８．１％６３．７％６３．３％６４．１％ほぼ満足・ほぼ期待通り

▼１．１％５．０％６．９％３．１％６．１％１２．２％０％少し不満・少し期待と異なる

▼２．１％０％０％０％２．１％４．１％０％大変不満・期待と異なる
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「明確になった」と答えており、昨年と比べると、さ

らにその傾向が強まっている（表４）。意識の高い生徒

達が、専門研究に従事している大学教員から直接学ぶ

ことで、学問領域にある知識・理解がさらに深まった

と推定できる。　 

　さらに、事後アンケートによると、将来その学問を

学んでみたい気持ちが高まったかという質問に対し、

「非常に高くなった」と「ある程度高くなった」をあ

わせると７８％以上となり、学習に対する探究意欲の向

上が見られた（表５）。専門性の高い研究者から学ぶこ

とにより、１つの研究領域も複数の学問とつながって

いることを実感し、学問領域のつながりを自覚するよ

うになっている。その結果として、研究対象や探究活

動への意欲の向上へとつながっていったことが伺え

る。　 

　第二に、キャリア意識の形成という観点から整理す

る。事前調査では、進路選択において、自分の目標や

興味などがどれくらい明確になっているかという質問

に対し「非常に明確である」と答えた生徒が講習以前

の１３．０％から１６．４％に増加し（表６、７）、「まったく

明確でない」が６．２％から１．８％に減少するなど、進路

意識の明確化と構造化が進んだと言える。

　また、この講座を受講して将来の選択に役立ったか

という調査では「非常に役に立つ」「役立つ」と答えた

生徒が９３％以上となるなど、専攻したい学習内容が明

らかになったり、進学したい学部がはっきりとしてき

たという傾向がみられた（表８）。また役立つ理由とし

て、「研究した結果を説明するだけではなく、どんなと

ころで、どんな風に調べたかということも言っていた

から、大学に行ったら、こんな風に調べられるんだと

分かったから。（生命科学）」「自分の中で漠然としてい

たものが、より明確となり、自身の方向性が再確認で

きた。（生命科学）」「様々な分野の学問を学ぶことで、

将来の選択肢を増やすことができるから。選択肢が増

えれば、より良い選択ができるかもしれないと思う。
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〈Ｈ２１〉〈Ｈ２０〉表３　事前

変動平 均地 球生 命平 均地 球生 命どれくらい知っているか

１％０％０％０％１％２％０％よく知っている

４．５％６．５％７．１％５．９％２％４％０％ある程度知っている

▼６．６％６４．２％６０．７％６７．６％６３．２％６３．２％７８．４％あまり知らない

３．８％２９．４％３２．２％２６．５％２５．６％３０．６％２０．５％まったく知らない

〈Ｈ２１〉〈Ｈ２０〉表４　事後

変動平 均地 球生 命平 均地 球生 命明確になったか

▼４．３％３．５％６．９％０％７．８％１３％２．５％非常に明確になった

１３．３％７４．６％７５．９％７３．３％６１．３％６０．９％６１．６％明確になった

▼４．６％１６．８％１０．３％２３．３％２１．４％１９．６％２３．１％変わらない

▼３．１％５．１％６．９％３．３％８．２％６．１％１０．３％わからなくなった

▼１．３％０％０％０％１．３％０％２．５％非常にわかなくなった

〈Ｈ２１〉〈Ｈ２０〉表５　事後

変動平 均地 球生 命平 均地 球生 命高まったか

▼１０．８％３．５％６．９％２２．６％１４．３％１８．３％１０．３％非常に高くなった

１５％７４．６％６９．０％５４．８％５９．６％５５．１％６４．１％ある程度高くなった

▼８．３％１６．８％２４．１％２２．６％２５．１％２４．５％２５．６％変わらない

▼０％０％０％０％１％２％０％ある程度低くなった

０％０％０％０％０％０％非常に低くなった
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選択の際に、その内容を知っているかいないかという

ことは、悔いのない選択ができるかできないかに繋が

るから。（生命科学）。」「私が将来なりたいものに深く

関わっている内容が多くて、とても役立った。（地球

市民）」等とあげる生徒が多かった。

「工学関係へ進むつもりではあるけれど、現在の世界

の問題について知っていると、何か分野を選ぶ際、役

立つと思うから。（地球市民）」等をあげ、進路選択に

積極的に役立てようとする姿勢が多く見られた。

　２．ＡＳＰプロジェクトの課題

　　今後のＡＳＰプロジェクトの展望を考察する。中等

教育と高等教育を区別し、関連させながら学習をデザ

インする際の重要な観点は、１）専門研究の深さや広

がりの理解、２）学問領域の関連性の理解、３）研究

の過程、研究活動の理解、４）学問領域にある根本的

課題の理解を促進するシラバスの作成である。つま

り、中等教育の各教科の背景にある学問研究の営み

や、社会的な役割を理解したり、認識させることが中

等教育段階で重要であり、有効であると考えるからで

ある。

　ＡＳＰの教育実践の目標にある科学的探究力（デー

タの解釈・分析・推論・批評）、論理的・多元的・批判

的思考力と表現力、科学的方法を用いた課題設定・課

題解決力を最重要の身につけさせたい学びの力とする

ならば、講座参加人数、学習シラバス、学習方法の点

において再考する必要がある。

　１）本物の研究材料や資料の活用、２）少人数の参

加型授業の導入、３）実験・仮説検証授業、４）課題

解決型の授業の導入等がいっそう必要となる。

　さらに、評価の観点として、生徒の意識調査レベル

の評価法に加え、客観的な思考力の向上を評価する評

価法の導入も必要となる。つまり、ＡＳＰの課題とし

ては「生徒の学ぶ力」からみて

　１）ＡＳＰを通じて、どのような力を生徒につけさ

せるか（学習の目標）

　２）中等教育と高等教育をどのように区別し、関連

させながら学習をデザインするか（学習の方法）

　３）その力がついたかをどのように評価するか（学

習プロセス・プロダクトの評価）

の３つの観点を常に考慮しながら継続的に明らかにし

ていく必要がある。
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〈Ｈ２１〉表６　事後

平 均地 球生 命将来役立つか

２７．７％２８．０％２７．３％非常に役立つ

６５．５％３８．０％６３．６％役立つ

６．７％４．０％９．１％あまり役立たない

０％０％０％全く役立たない




